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春
日
野
道 

嶺
北
を
縦
断
し
、
嶺
南
に
繋
が
る
国
道
８
号

―
そ
の
原
型
は
明
治
中
期
に
車
道
と
し
て
開
削
さ
れ
た

武
生
〜
敦
賀
間
の
春
日
野
道
（
敦
賀
道
）
で
あ
る
。
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
福
井
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
。 

提
唱
し
た
の
は
福
井
商
法
会
議
所
（
現
在
の
商
工
会
議
所
）
、リ
ー
ダ
ー
は
会
頭
伊
藤
真
。
武
生
、
敦
賀
の

経
済
界
さ
ら
に
県
当
局
の
支
持
を
と
り
つ
け
明
治
中
期
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
そ
の

車
道
開
削
の
シ
ン
ボ
ル
が
春
日
野
隧
道
と
金
ヶ
崎
隧
道
で
あ
る
。
本
年
は
こ
の
２
つ
の
隧
道
の
竣
工
か
ら
１

２
０
年
に
当
た
っ
て
い
る
。 

明
治
17
年
７
月
農
商
務
省
幹
部
（
一
等
属
）

の
　

と
　

し
ま
す
み
さ
く

豊
島
佳
作
が
腹
心
の
水
野
勝
典
を
伴
っ
て

地
方
視
察
の
た
め
来
福
し
た
。
出
迎
え
た
の

は
石
黒
務
県
令
（
知
事
）
を
は
じ
め
と
し
た

県
幹
部
と
伊
藤
真
商
法
会
議
所
会
頭
な
ど
地

元
経
済
界
の
有
力
者
達
で
あ
っ
た
。

豊
島
は
幕
臣
の
出
で
、
維
新
の
動
乱
時
に

は
榎
本
武
揚
に
従
い
函
館
に
向
か
う
も
、
乗

船
し
て
い
た
美
賀
保
丸
が
銚
子
沖
で
台
風
に

遭
っ
て
遭
難
、
そ
の
後
は
榎
本
一
行
と
は
別

れ
、
地
方
の
人
材
養
成
な
ど
に
携
わ
っ
た
後
、

官
吏
に
転
進
、
農
商
務
省
の
幹
部
と
な
っ
て

い
た
（
水
野
も
旧
幕
臣
の
出
で
あ
る
）。

農
商
務
省
は
こ
の
こ
ろ
各
地
に
幹
部
や
技

師
を
派
遣
し
て
殖
産
興
業
に
努
め
て
お
り
、

豊
島
も
こ
の
よ
う
な
政
府
の
産
業
振
興
施
策

の
一
環
と
し
て
福
井
を
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

県
幹
部
と
の
懇
談
に
引
き
続
い
て
、
商
法

会
議
所
幹
部
と
の
懇
談
意
見
交
換
が
持
た
れ

た
が
、
こ
の
席
上
で
会
頭
伊
藤
真
と
副
会
頭

片
山
平
三
郎
は
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
は

物
流
網
の
整
備
が
要
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
た

め
の
新
し
い
車
道
開
削
の
必
要
性
を
強
く
訴

え
、
中
央
政
府
の
理
解
を
求
め
た
。

あ
わ
せ
て
伊
藤
は
創
刊
当
時
社
主
を
務
め

た
「
福
井
新
聞
」
（
第
一
次
）
で
、
車
道
開

削
に
向
け
た
県
内
機
運
の
盛
り
上
げ
を
は
か

っ
た
。

こ
の
間
、
世
論
喚
起
の
先
頭
に
立
っ
て
い

た
伊
藤
真
は
、
福
井
士
族
出
身
で
藩
政
時
代

か
ら
物
産
総
会
所
に
務
め
、
そ
の
後
官
吏
時

代
も
勧
業
掛
さ
ら
に
勧
業
課
長
と
し
て
福
井

の
殖
産
興
業
を
担
っ
た
人
物
で
あ
る
。

官
吏
退
任
後
は
、
本
県
「
金
融
界
の
覇
王
」

と
い
わ
れ
、
北
陸
で
も
二
番
目
の
大
型
銀
行

と
な
る
「
第
九
十
二
国
立
銀
行
」
と
、
本
県

で
初
の
日
刊
新
聞
と
な
る
「
福
井
新
聞
」（
第

一
次
）
を
創
設
、
ま
た
東
京
、
大
阪
に
商
法

会
議
所
が
設
置
さ
れ
る
と
全
国
で
十
二
番
目

と
な
る
福
井
商
法
会
議
所
を
創
立
し
初
代
会

頭
に
就
任
、
明
治
前
期
の
経
済
界
の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
っ
た
。

従
来
の
今
庄
を
経
由
し
て
木
の
芽
峠
越
え

で
敦
賀
に
至
る
北
陸
道
に
代
わ
り
、
府
中
（
武

生
）
か
ら
海
岸
沿
い
に
敦
賀
に
繋
が
る
新
た

な
車
道
の
開
削
は
、
福
井
の
産
業
振
興
に
不

可
欠
な
物
流
網
整
備
の
観
点
か
ら
推
進
さ
れ

た
。
す
で
に
敦
賀
ま
で
は
東
海
道
線
か
ら
分

か
れ
た
鉄
道
が
敷
か
れ
、
敦
賀
駅
と
金
ヶ
崎

駅
が
開
業
し
て
い
る
も
の
の
、
敦
賀
以
北
福

井
ま
で
の
鉄
道
延
伸
の
目
処
が
立
た
な
い
中
、

敦
賀
に
繋
が
る
物
流
道
路
の
必
要
性
は
福
井

経
済
界
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
と
い

え
る
。

こ
の
頃
、
県
内
に
荷
車
は
三
千
台
、
人
力

車
は
二
千
台
前
後
で
、
特
に
荷
車
の
増
加
が

目
立
ち
始
め
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。

  

豊
島
の
農
商
務
省
幹
部
の
来
福
か
ら
一
ヶ

月
を
経
た
８
月
13

日
、
福
井
商
法
会
議
所
は

臨
時
大
会
を
開
催
し
た
。
席
上
、
木
の
芽
峠

越
え
に
代
わ
る
福
井
〜
敦
賀
間
の
春
日
野
車

道
開
削
を
基
軸
に
し
た
県
内
主
要
道
路
の
開

削
・
改
修
運
動
を
決
議
、
あ
わ
せ
て
車
道
開

削
委
員
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
早
速
武
生

や
大
野
、
勝
山
、
三
国
、
敦
賀
な
ど
の
県
内

各
地
、
さ
ら
に
は
京
阪
地
方
や
東
京
へ
も
寄

付
金
の
募
集
依
頼
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
あ
わ
せ
て
伊
藤
は
、

明
治
13

年
の
創
設
以
来
四
年
間
務
め
た
商
法

会
議
所
会
頭
職
を
片
山
平
三
郎
に
譲
っ
て
い

る
。
伊
藤
自
身
が
多
忙
な
の
に
加
え
て
、
県

民
を
挙
げ
て
の
運
動
を
行
い
、
着
工
に
漕
ぎ

着
け
る
た
め
に
は
他
地
域
の
商
業
資
本
と
の

連
携
が
欠
か
せ
ず
、
福
井
の
商
業
資
本
を
代

表
す
る
片
山
の
方
が
適
切
と
考
え
た
た
め
と

思
わ
れ
る
。

片
山
は
早
速
、
武
生
商
業
会
議
所
を
は
じ

め
各
地
の
有
力
者
と
懇
談
し
車
道
開
削
へ
の

協
力
、
寄
付
、
募
金
と
精
力
的
に
活
動
を
開

始
し
た
。

ま
ず
、
車
道
の
北
端
と
な
る
武
生
の
商
法

会
議
所
の
内
田
甚
右
衛
門
会
頭
は
じ
め
会
員

の
同
意
を
取
り
付
け
る
と
、
そ
の
足
で
車
道

の
南
端
と
な
る
敦
賀
経
済
界
と
の
懇
談
に
臨

ん
で
い
る
。
あ
い
に
く
敦
賀
を
代
表
す
る
経

済
人
で
あ
る
大
和
田
荘
七
と
室
五
郎
は
日
程

が
合
わ
な
か
っ
た
も
の
の
有
力
者
十
数
名
と

の
意
見
交
換
会
で
満
場
一
致
で
同
意
を
得
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
福
井
側
か
ら
は
林
藤
五

郎
や
市
橋
保
身
が
同
席
し
て
い
た
。

片
山
会
頭
は
こ
の
後
も
大
野
、
勝
山
、
三

国
等
の
県
内
経
済
界
と
頻
繁
に
懇
談
し
、
合

意
と
寄
付
金
募
集
に
傾
注
し
た
。

な
お
、
旧
藩
主
や
上
級
武
士
、
県
当
局
な

ど
行
政
へ
の
働
き
か
け
は
伊
藤
前
会
頭
な
ど

旧
士
族
出
身
の
商
法
会
議
所
幹
部
が
担
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
「
福
井
新
聞
」
は
、
車
道
開
削

の
意
義
と
商
法
会
議
所
に
よ
る
寄
付
金
募
集

活
動
を
連
日
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
（
左

上
の
記
事
一
覧
参
照
）。 

  

こ
の
よ
う
な
商
法
会
議
所
を
中
心
と
し
た

運
動
の
盛
り
上
が
り
と
、
県
内
外
か
ら
の
寄

付
金
が
約
３
万
５,
０
０
０
円
集
ま
っ
た
こ

と
を
受
け
、
石
黒
県
令
は
明
治
18

年
３
月
の

通
常
県
会
に
、
武
生
よ
り
春
日
野
峠
・
太
良
・

元
比
田
・
杉
津
を
経
て
敦
賀
に
い
た
る
春
日

野
車
道
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
開
削
事
業
を

提
案
し
、
可
決
す
る
。
さ
ら
に
４
月
に
は
、

内
務
・
大
蔵
両
省
に
対
し
て
「
道
路
開
築
費

御
補
助
之
義
ニ
付
稟
申
」
書
を
提
出
し
て
国

庫
補
助
を
求
め
た
。
７
月
３
日
、
政
府
は
こ

の
計
画
を
許
可
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
早
速
福
井
商
法
会
議
所
は

石
黒
県
令
を
招
聘
し
、
着
工
祝
賀
会
を
風
月

楼
に
て
主
催
し
た
。
な
お
祝
宴
前
の
大
会
で
、

こ
の
間
車
道
開
削
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い

た
片
山
会
頭
は
、
着
工
が
認
可
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
会
頭
職
の
勇
退
を
表
明
、
商
法

会
議
所
は
藤
井
五
郎
兵
衛
を
第
三
代
会
頭
に

副
会
頭
に
は
旧
士
族
の
佐
野
影
規
を
選
出
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
８
月
28

日
か
ら
五
百
人
近
い
人

夫
が
次
々
と
春
日
野
地
区
に
投
入
さ
れ
、
こ

こ
に
念
願
の
春
日
野
車
道
は
着
工
し
た
の
で

あ
る
。

工
事
は
同
時
に
敦
賀
か
ら
も
始
め
ら
れ
、

金
ヶ
崎
の
隧
道
も
時
を
同
じ
く
し
て
工
事
開

始
と
な
っ
た
。 

現
在
の
国
道
８
号
の
源
と
な
る
こ
の
春
日

野
道
の
ル
ー
ト
を
見
て
み
よ
う
。

起
点
は
府
中
（
武
生
）
の
町
並
み
の
外
れ

と
な
る
畷
町
の
交
差
点
で
、
こ
こ
か
ら
近
世

の
北
陸
道
と
分
離
し
て
旧
妙
法
寺
村
に
伸
び

て
い
る
。

旧
妙
法
寺
村
ま
で
は
直
進
の
道
で
あ
る
が
、

途
中
で
旧
国
道
８
号
と
合
流
し
、
塚
原
交
差

点
の
直
前
で
右
折
し
山
中
に
入
る
。
や
や
わ

か
り
に
く
い
が
塚
原
口
の
バ
ス
停
が
目
印
で
、

そ
こ
に
山
中
に
入
る
細
い
道
が
見
え
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
山
道
で
春
日
野
峠
ま
で
は
幾
重

に
も
折
れ
曲
が
り
な
が
ら
南
進
す
る
こ
と
に

な
る
。

早
速
、
春
日
野
道
に
入
っ
て
見
る
が
、
残

念
な
が
ら
山
中
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ぐ
に

道
は
断
絶
す
る
。
池
ノ
上
に
向
か
う
新
し
い

道
が
造
成
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
山
が
削
ら
れ 

 

9月 4日 福井商法会議所委員武生商法会議所と懇談、同意を得る
   同じく敦賀で懇談、満場一致の賛成を得る

9月 7日 福井商法会議所大野・勝山訪問 

9月12日 福井・武生・大野・勝山の商法会議所車道開削で協議 

9月13日 福井商法会議所、武生商法会議所とともに勝山訪問 

9月16日 福井商法会議所委員ら坂井港（三国）訪問 

9月27日 福井商法会議所委員ら丸岡訪問

9月28日 武生内田会頭、車道開削でE江・粟田部訪問 

9月29日 福井商法会議所委員ら丹生郡有志訪問 

10月 1日 福井商法会議所委員ら足羽・坂井両郡有志訪問 

10月 5日 福井県、車道開削の効果について福井商法会議所へ諮問

10月14日 福井商法会議所、車道問題で議員集会 

明
治
１７
年
９
月
〜
１０
月
に
か
け
て
の 

福
井
新
聞
記
事
一
覧 

◆
春
日
野
道
着
工
◆ 

◆
春
日
野
道
の
起
点
と
武
生
地
域
で
の
ル
ー
ト
◆ 

◇
春
日
野
道
開
削
の
訴
え
◇ 

◆
臨
時
商
法
会
議
所
大
会
と
車
道
開
削
決
議
◆ 

◆
伊
藤
真
会
頭
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
◆ 


